
消
防
団
観
閲
式

　
市
消
防
団
連
合
会
で
は
、
消
防

団
の
消
防
力
を
市
民
に
披
露
す
る

と
と
も
に
、
消
防
団
員
の
士
気
と

規
律
の
向
上
を
図
る
た
め
、
消
防

団
観
閲
式
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
消
防
団
員
の
日
頃
の

訓
練
成
果
と
し
て
、
規
律
厳
正
な

部
隊
訓
練
、
ポ
ン
プ
車
・
小
型
ポ

ン
プ
を
使
っ
た
消
防
操
法
、
消
防

車
８
台
で
の
放
水
訓
練
、
徒
歩
・

車
両
部
隊
に
よ
る
分
列
行
進
な
ど

を
披
露
し
ま
す
。

　
自
身
の
仕
事
の
傍
ら
、
地
域
の

た
め
に
努
力
す
る
消
防
団
員
の
勇

姿
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
　
　
月
　
日
掌
　
午
後
１
時

１０

２７

　
分
３０
　
※
少
雨
決
行
。

場
所
　
坂
田
球
場

問
合
先
　
消
防
本
部
総
務
課
（
緯

　
・
６
２
５
０
）

５６
　
※
当
日
の
開
催
確
認
は
消
防
署

本
署
（
緯
　
・
２
１
１
０
）へ
。

５６

ア
ク
シ
ョ
ン
油
ケ
淵
　
安
城

in

　
県
内
唯
一
の
天
然
湖
沼
で
あ
る

油
ケ
淵
で
は
、
か
つ
て
の
清
流
を

取
り
戻
す
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
水

質
浄
化
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

油
ケ
淵
水
質
浄
化
促
進
協
議
会
で

は
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
よ
り
一
層

広
め
る
た
め
、
水
質
浄
化
活
動
を

紹
介
す
る
「
ア
ク
シ
ョ
ン
油
ケ
淵

　
安
城
」
を
開
催
し
ま
す
。

in日
時
　
　
月
９
日
松
　
午
後
２
時

11

～
４
時
（
午
後
１
時
　
分
開
場
）

３０

場
所
　
安
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー

（
安
城
市
桜
町
）

内
容
　
市
民
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
へ
の
感
謝
状
贈
呈
式
、
取

り
組
み
の
発
表
、
エ
コ
ロ
ジ
ロ

ー
氏
に
よ
る
環
境
腹
話
術
を
使

っ
た
講
演
、
油
ケ
淵
の
水
質
浄

化
に
関
す
る
展
示

問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境
保
全

担
当
（
緯
　
・
８
１
１
１
／
ク

３４

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

武
者
行
列
と
火
縄
銃
実
演

　
西
尾
小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
の
演
奏
と
と
も
に
、
西
尾
藩
鉄

砲
衆
の
 甲
 

か
っ

 冑
 武
者
や
西
尾
幼
稚
園

ち
ゅ
う

児
手
作
り
の
甲
冑
武
者
隊
の
行
列

が
、
文
化
会
館
か
ら
西
尾
小
学
校

ま
で
練
り
歩
き
ま
す
。
西
尾
小
学

校
で
は
、
西
尾
藩
鉄
砲
衆
に
よ
る

火
縄
銃
の
実
演
を
披
露
し
ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日
松
　
▼
午
前
　

１０

１２

１０

時
　
分
…
武
者
行
列
と
マ
ー
チ

３０
ン
グ
バ
ン
ド
　
▼
午
前
　
時
…

１１

火
縄
銃
実
演

　
※
雨
天
の
場
合
は
、
火
縄
銃
実

演
の
み
行
い
ま
す
。

場
所
　
文
化
会
館
～
西
尾
小
学
校

問
合
先
　
文
化
振
興
課
庶
務
担
当

（
緯
　
・
６
６
６
０
／
岩
瀬
文

５６

庫
内
）

市
国
際
交
流
協
会
設
立
　
周
年
記

２０

念
　
国
際
交
流
　
に
し
お
　
　

in

20
th

　
世
界
の
音
楽
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
披
露
す
る
特
設
ス
テ
ー
ジ
、

国
際
交
流
や
多
文
化
共
生
を
テ
ー

マ
と
し
た
ブ
ー
ス
な
ど
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
、
外
国
人
と
の
共
生
社
会
を

目
的
と
し
た
市
民
参
加
型
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

日
時
　
　
月
　
日
掌
　
午
前
　
時

１０

２０

１０

～
午
後
３
時

　
※
雨
天
決
行
、
荒
天
中
止
。

場
所
　
名
鉄
西
尾
駅
西
広
場

問
合
先
　
市
国
際
交
流
協
会
事
務

局
（
緯
　
・
２
１
７
８
／
市
民

６５

協
働
課
内
）

時
刻
表
講
演
会

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
の
元

編
集
長
が
雑
誌
「
時
刻
表
」の
舞
台

裏
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。
電
車
が

好
き
な
方
、
時
刻
表
が
好
き
な
方

な
ど
興
味
の
あ
る
方
は
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

対
象
　
中
学
生
以
上
の
方

日
時
　
　
月
　
日
松
　
午
後
２
時

１０

１９

場
所
　
吉
良
図
書
館
学
習
室

演
題
　
時
刻
表
が
で
き
る
ま
で

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

４０

受
講
料
　
無
料

講
師
　
木
村
嘉
男
氏

持
ち
物
　
筆
記
用
具

申
込
・
問
合
先
　
　
月
５
日
松
か

１０

ら
、
直
接
吉
良
図
書
館
（
緯
　７２

・
３
８
８
０
）
へ
。
翌
日
か
ら

は
電
話
で
の
申
し
込
み
も
で
き

ま
す
。

広広報報平成２５年１０月１日号 １１００

市
国
際
交
流
協
会
設
立
　
周
年
記

２０

念
　
国
際
交
流
　
に
し
お
　
　

in

20
th

消
防
団
観
閲
式

ア
ク
シ
ョ
ン
油
ケ
淵
　
安
城

in

武
者
行
列
と
火
縄
銃
実
演

時
刻
表
講
演
会

「「やや・や・や・・や矢作古川舟遊び」や矢作古川舟遊び」とと
「矢作古川鵜飼い「矢作古川鵜飼い」」の開催を中止の開催を中止

　先日の台風１８号の影響により、舟遊
び・鵜飼いで使用する船舶が破損しま
した。このため、１０月１１日晶～１６日昌
の「や・や・や矢作古川舟遊び」と１０月
１７日昭の「矢作古川鵜飼い」の開催を中
止します。
問合先　や・や・や矢作古川舟遊び実
行委員会事務局（緯 ０ ９ ０ ・６６１０・４３
　５３）、市観光協会 （緯６５・２１６９／商工
観光課内）
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小
栗
重
吉
展

4
8
4
日
の
世
界
一
の
漂
流

　
小
栗
重
吉
は
、
佐
久
島
出
身
の

督
乗
丸
の
船
頭
で
す
。
１
８
１
３

年
江
戸
か
ら
帰
還
す
る
途
中
、
暴

風
に
巻
き
込
ま
れ
遭
難
し
ま
し
た
。

４
８
４
日
間
の
漂
流
の
様
子
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。

　
紙
芝
居
や
講
演
会
も
開
催
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
間
　
　
月
　
日
松
～
　
月
　
日

１０

１２

１１

３０

松
場
所
　
一
色
学
び
の
館
特
別
展
示

室
●
紙
芝
居
『
船
頭
重
吉
物
語
』

日
時
　
①
　
月
　
日
松
　
午
後
３

１０

１９

時
　
②
　
月
２
日
松
　
午
前
　

１１

１０

時
　
分
３０

●
講
演
会
『
重
吉
の
生
き
ざ
ま
』

日
時
　
　
月
　
日
掌
　
午
後
２
時

１１

１０

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

４０

講
師
　
半
田
市
文
化
協
会
会
長
　

山
田
晃
氏

協
力
　
海
の
男
船
頭
重
吉
の
会
　

問
合
先
　
一
色
学
び
の
館
（
緯
　７２

・
３
８
８
０
）

市
制
　
周
年
記
念

６０

第
　
回
西
尾
市
美
術
展

５４
日
時
　
　
月
　
日
晶
～
　
日
掌
　

１０

２５

２７

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
　
日
２７

掌
は
午
後
４
時
　
分
ま
で
）

３０

場
所
　
文
化
会
館

種
目
　
日
本
画
、
洋
画
、
彫
塑
、

工
芸
、
陶
芸
、
書
、
写
真
、
デ

ザ
イ
ン
、
水
墨
画
　
　

入
場
料
　
無
料

問
合
先
　
西
尾
文
化
協
会
（
緯
　５６

・
５
７
５
７
／
文
化
会
館
内
）

第
　
回
市
民
短
歌
大
会
　

４２
日
時
　
　
月
８
日
晶
　
午
後
１
時

１１

　
分
３０

場
所
　
文
化
会
館
会
議
室
３
０
２

（
３
階
）

参
加
料
　
３
０
０
円

申
込
期
限
　
　
月
　
日
昭
（
必
着
）

１０

３１

申
込
方
法
　
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
未
発
表
・
自

作
の
詠
草
一
首
を
記
入
の
上
、

西
尾
文
化
協
会
（
〒
　
―
０
８

４４５

７
７
山
下
町
泡
原
　
）
へ
。

３０

問
合
先
　
西
尾
文
化
協
会
（
緯
　５６

・
５
７
５
７
／
文
化
会
館
内
）

大
人
の
た
め
の
図
書
館
講
座

楽
し
い
指
人
形
を
作
ろ
う

対
象
　
中
学
生
以
上
の
方

日
時
　
　
月
４
日
承
　
午
前
　
時

１１

１０

～
　
時
　
分

１１

３０

場
所
　
一
色
学
び
の
館
研
修
室

内
容
　
手
ぶ
く
ろ
の
指
の
部
分
で

指
人
形
を
作
り
、
手
あ
そ
び
を

楽
し
み
ま
す
。

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

１０

材
料
費
　
３
２
０
円

　
※
申
込
時
ま
た
は
当
日
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
　
裁
縫
道
具
（
針
、
糸
切

り
ば
さ
み
、
白
い
木
綿
糸
）

申
込
・
問
合
先
　
　
月
　
日
松
か

１０

１９

ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
一
色

学
び
の
館
（
緯
　
・
３
８
８
０
）

７２

へ
。

映
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
西
尾
市
映
画
事
業
に
先
立
ち
、

映
画
制
作
に
関
わ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

●
シ
ナ
リ
オ
講
座

日
時
　
　
月
　
日
松
　
午
後
１
時

１０

１９

場
所
　
一
色
町
公
民
館

講
師
　
愛
知
淑
徳
大
学
常
勤
講
師

　
・
映
画
監
督
　
石
丸
み
ど
り
氏

●
演
劇
講
座

日
時
　
　
月
２
日
松
　
午
後
１
時

１１

場
所
　
愛
知
こ
ど
も
の
国
中
央
管

理
棟
研
修
室

講
師
　
俳
優
・
タ
レ
ン
ト
　
憲
俊

氏
　

●
撮
影
講
座

日
時
　
　
月
　
日
掌
　
午
前
　
時

１１

１７

１０

～
午
後
４
時

場
所
　
花
岳
寺
（
吉
良
町
）

講
師
　
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
　
松
山

靖
史
氏
（
予
定
）

●
制
作
講
座
（
の
ぼ
り
作
り
）

日
時
　
　
月
８
日
掌
　
午
後
１
時

１２

場
所
　
中
央
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

講
師
　
彫
刻
家
　
高
橋
健
太
朗
氏

◆
共
通
事
項

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

３０

申
込
方
法
　
　
月
５
日
松
か
ら
開

１０

催
日
の
３
日
前
ま
で
に
、
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
文
化

振
興
課
庶
務
担
当
（
胃
　
・
２

５６

７
８
８
／
死b

 un
k   

 a

 @
city
.n
i

 
    
  
 

s

 

h
io
.lg
.j

　
 
  
   
  

p

 
）へ
。

問
合
先
　
文
化
振
興
課
庶
務
担
当

（
緯
　
・
６
６
６
０
／
岩
瀬
文

５６

庫
内
）

茶
畑
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

対
象
　
市
内
在
住
の
方

日
時
　
　
月
８
日
晶
　
午
前
　
時

１１

１０

～
午
後
２
時

　
※
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止
。

集
合
時
間
　
午
前
　
時
１０

集
合
場
所
　
名
鉄
西
尾
駅
西
側
ロ

ー
タ
リ
ー

コ
ー
ス
　
西
尾
駅
か
ら
稲
荷
山
茶

園
公
園
（
上
町
）
ま
で
歩
き
ま
す
。

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２０

参
加
料
　
２
０
０
円

持
ち
物
　
昼
食
、
飲
み
物
、
万
歩

計
（
持
っ
て
い
る
方
の
み
）

実
施
団
体
　
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
き
ら
き
ら
万
歩
会

申
込
・
問
合
先
　
　
月
　
日
昭
～

１０

１０

　
日
昭
に
、
電
話
で
吉
良
保
健

２４セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
３
０
０
１
）

３２

へ
。

１１ 平成２５年１０月１日号広報

緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

茶
畑
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

リサイクルプラリサイクルプラザザ（吉良町岡山／（吉良町岡山／クク
リーンセンター内リーンセンター内／／緯緯３４３４・・８１１４８１１４））
休館日 日休館日　日曜曜・・祝日 ※開札日を除く祝日　※開札日を除く。。

１０

展示・入札期間　１日昇～２６日松

開館時間　午前９時～正午、午後１時

～３時　※土曜日は午前のみ開館。

開札日時　２７日掌　午前１０時

引取期間　２７日掌～３０日昌

引取方法　落札価格（現金）で品物と

交換

その他　落札者には通知します。

家具・自転車・小物など展示品

日時　２３日昌　午前１０時～正午

会場　学習室（２階）

定員　１０人程度（先着順）

参加料　無料

持ち物　使用済みのテレホンカード、

はぎれ布

申込期間　１日昇～２２日昇

申込方法　直接または電話で、リサイ

クルプラザへ。

パックン小物入れをつくろう講習会

映
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

市
制
　
周
年
記
念

６０

第
　
回
西
尾
市
美
術
展

５４

第
　
回
市
民
短
歌
大
会

４２

船
頭
重
吉
展
　
４
８
４
日

の
世
界
最
長
の
漂
流

大
人
の
た
め
の
図
書
館
講
座

楽
し
い
指
人
形
を
作
ろ
う

７



地
産
地
消
料
理
教
室

　
農
業
者
が
講
師
と
な
り
、
地
域

農
畜
産
物
を
使
っ
た
料
理
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
日
本
の
伝
統
食

「
お
は
ぎ
」
や
、
昨
年
好
評
だ
っ
た

手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
を
作
り

ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

方
日
時
　
　
月
６
日
昌
　
午
前
　
時

１１

１０

～
午
後
１
時
　
分
３０

場
所
　
一
色
町
公
民
館

内
容
　
お
は
ぎ
（
３
種
）、
手
作
り

こ
ん
に
ゃ
く
、
鶏
の
さ
っ
ぱ
り

煮
、
か
き
玉
汁
、
梨
の
ゼ
リ
ー

を
作
り
ま
す
。

定
員
　
　
人
２０

参
加
料
　
１
０
０
０
円

講
師
　
愛
知
県
農
村
生
活
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
協
会
西
三
河
支
部
　
四

ツ
葉
ド
リ
ー
ム
会

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
布
巾
、
三

角
巾
、
持
ち
帰
り
用
容
器

申
込
方
法
　
　
月
　
日
昭
ま
で
に
、

１０

１０

直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
農
林
水
産
課
農
畜
産
担

当
（
胃
　
・
１
３
２
２
／
死n

 o  

５７

u
su
i@
city
.n
ish
io
.lg
.j

　
 
  
  
    
  
   
  
   
  

p

 
）
へ
。

電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。
申
込
期
間
内
に
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
。

問
合
先
　
農
林
水
産
課
農
畜
産
担

当
（
緯
　
・
２
１
３
５
）

６５

災
害
時
に
役
立
つ
防
災
グ
ッ
ズ
づ

く
り

　
ポ
リ
袋
で
炊
飯
し
た
り
、
エ
プ

ロ
ン
で
防
災
グ
ッ
ズ
を
作
っ
た
り

し
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
　
歳
以
上
の

２０

方
日
時
　
　
月
９
日
昌
　
午
前
９
時

１０

　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

場
所
　
一
色
健
康
セ
ン
タ
ー

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

１０

参
加
料
　
５
０
０
円

講
師
　
西
尾
市
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ

グ
ッ
ズ
班

実
施
団
体
　
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
一
色
食
育
グ
ル
ー
プ

申
込
・
問
合
先
　
　
月
７
日
捷
ま

１０

で
に
、
電
話
で
吉
良
保
健
セ
ン

タ
ー
（
緯
　
・
３
０
０
１
）へ
。

３２

イ
チ
ジ
ク
を
使
っ
た
料
理
を

学
ぼ
う

　
古
代
米
や
イ
チ
ジ
ク
、
豚
肉
を

使
っ
た
料
理
を
作
り
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
方

日
時
　
　
月
　
日
昌
　
午
前
　
時

１０

３０

１０

～
正
午

場
所
　
吉
良
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２５

参
加
料
　
７
０
０
円

講
師
　
安
城
市
食
生
活
改
善
協
議

会
会
員

持
ち
物
　
布
巾
、
エ
プ
ロ
ン

実
施
団
体
　
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
地
産
地
消
ク
ッ
キ
ン
グ

ク
ラ
ブ

申
込
・
問
合
先
　
　
月
８
日
昇
か

１０

ら
、
電
話
で
吉
良
保
健
セ
ン
タ

ー
（
緯
　
・
３
０
０
１
）
へ
。

３２

西
尾
市
資
料
館
特
別
展
の

開
催
期
間
を
延
長

　
特
別
展
「
侍
ー
戦
い
の
装
い
　

そ
の
参
ー
　
澤
田
平
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
展
」
の
開
催
期
間
を
延
長
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間
　
　
月
　
日
掌
ま
で

１０

２７

開
館
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５

時
。
た
だ
し
、
　
月
７
日
捷
・

１０

　
日
昇
・
　
日
昌
を
除
く
。

１５

１６

場
所
　
西
尾
市
資
料
館

問
合
先
　
文
化
振
興
課
文
化
財
担

当
（
緯
　
・
２
４
５
９
／
岩
瀬

５６

文
庫
内
）

：
：

ふ
く
し

ふ
く
し

：
：

　
月
の
献
血

１０日
時
　
　
月
５
日
松
　
午
前
　
時

１０

１０

～
　
時
　
分
、
午
後
１
時
～
４

１１

３０

時
場
所
　
お
し
ろ
タ
ウ
ン
・
シ
ャ
オ

実
施
主
体
　
愛
知
県
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー

そ
の
他
　
よ
り
安
全
な
血
液
を
確

保
す
る
た
め
、
問
診
票
を
も
と

に
医
師
が
総
合
的
に
判
断
し
、

献
血
の
適
否

を
決
定
し
ま

す
。
献
血
の

で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま

す
。

問
合
先
　
福
祉
課
社
会
福
祉
担
当

（
緯
　
・
２
１
１
４
）

６５

市
遺
児
手
当
を
振
り
込
み
ま
し
た

　
市
遺
児
手
当
９
月
期
分
（
４
月

～
９
月
分
）
を
９
月
　
日
捷
に
振

３０

り
込
み
ま
し
た
。
金
融
機
関
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
所
得
状
況
届
を
提
出
し

て
い
な
い
方
に
は
、
８
・
９
月
分

の
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
子
育
て
支
援
課
手
当
担

当
（
緯
　
・
２
１
０
９
）

６５

児
童
手
当
の
振
り
込
み
に
つ
い
て

　
児
童
手
当
　
月
期
分
（
６
月
～

１０

９
月
分
）
を
　
月
４
日
晶
に
振
り

１０

込
み
ま
す
。
金
融
機
関
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
子
育
て
支
援
課
手
当
担

当
（
緯
　
・
２
１
０
９
）

６５
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地
産
地
消
料
理
教
室

　
月
の
献
血

１０

イ
チ
ジ
ク
を
使
っ
た
料
理

を
学
ぼ
う

災
害
時
に
役
立
つ

防
災
グ
ッ
ズ
づ
く
り

市
遺
児
手
当
を
振
り
込
み
ま
し
た

児
童
手
当
を
振
り
込
み
ま
す

西
尾
市
資
料
館
特
別
展
の

開
催
期
間
を
延
長



健
康
診
査
の
受
診
は
お
済
み
で
す

か
　
　
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加

40
入
者
や
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者

は
、
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
の

た
め
、
無
料
で
健
康
診
査
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
対
象
者
に

は
６
月
中
旬
ま
で
に
受
診
券
（
問

診
票
）
と
案
内
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。
案
内
に
記
載
さ
れ
た
日
程
を

確
認
し
て
集
団
健
診
会
場
へ
来
場

す
る
か
、
記
載
さ
れ
た
指
定
医
療

機
関
へ
予
約
し
て
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

　
年
度
途
中
に
市
外
か
ら
転
入
し

た
方
や
、
会
社
の
健
康
保
険
な
ど

か
ら
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢

者
医
療
へ
変
更
し
た
　
歳
以
上
の

40

方
も
受
診
で
き
ま
す
。
希
望
者
に

は
受
診
券
（
問
診
票
）
を
郵
送
し

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

受
診
期
限
　
▼
集
団
健
診
…
　
月
11

下
旬
　
▼
指
定
医
療
機
関
で
の

受
診
…
　
年
１
月
末

２６

問
合
先
　
▼
国
保
特
定
健
診
…
保

険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
担
当

（
緯
　
・
２
１
０
３
）
　
▼
後

６５

期
高
齢
者
医
療
健
診
…
保
険
年

金
課
医
療
担
当
（
緯
　
・
２
１

６５

０
５
）

認
知
症
介
護
家
族
交
流
会

　
認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
家
族

の
た
め
に
、
介
護
者
同
士
の
交
流

を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
介
護
者

同
士
だ
か
ら
こ
そ
分
か
る
悩
み
を

一
緒
に
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
認
知
症
の
方
を
介
護
し
て

い
る
家
族

日
時
　
　
月
　
日
昌
　
午
後
１
時

１０

２３

　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

場
所
　
市
役
所
　
会
議
室
（
５
階
）

５３

費
用
　
無
料
。
た
だ
し
、
場
合
に

よ
り
飲
食
代
な
ど
実
費
負
担
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

問
合
先
　
長
寿
課
地
域
支
援
事
業

担
当
（
緯
　
・
２
１
２
０
）

６５

介
護
者
の
つ
ど
い

　
介
護
者
同
士
で
介
護
へ
の
悩
み

や
将
来
の
不
安
、
日
々
の
思
い
を

少
し
で
も
共
有
し
、
ス
ト
レ
ス
を

軽
く
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
実
際
の

介
護
に
役
立
つ
知
識
や
技
術
も
学

べ
ま
す
。
介
護
相
談
も
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
市
内
在
住
の
介
護
を
し
て

い
る
方
ま
た
は
介
護
に
興
味
が

あ
る
方

日
時
　
　
月
６
日
昌
　
午
前
　
時

１１

１１

　
分
～
午
後
１
時
　
分

３０

３０

場
所
　
吉
良
支
所

内
容
　
交
流
会

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２０

費
用
　
７
０
０
円
（
昼
食
代
）

申
込
・
問
合
先
　
　
月
４
日
晶
か

１０

ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
吉
良

幡
豆
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
緯
　
・
６
６
７
７
／
特
別
養

６２

護
老
人
ホ
ー
ム
し
は
と
の
郷
内
）

へ
。

そ
の
他
　
こ
の
ほ
か
、
　
月
と
　

１２

２６

年
１
月
に
講
義
、
２
月
に
交
流

会
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
と
く
ら
し
の
調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
高
齢
者
の
健
康
状
態

や
社
会
参
加
な
ど
、
身
体
状
況
や

社
会
生
活
状
況
に
つ
い
て
把
握
し
、

介
護
予
防
施
策
や
次
期
介
護
保
険

事
業
計
画
策
定
に
役
立
て
る
た
め
、

厚
生
労
働
省
科
学
研
究
班
と
共
同

で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

対
象
　
　
歳
以
上
（
昭
和
　
年
４

６５

２３

月
１
日
以
前
生
ま
れ
）
で
要
支

援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

な
い
方

　
※
１
万
６
０
０
０
人
程
度
を
無

作
為
抽
出
し
決
定
。

回
答
方
法
　
　
月
中
旬
か
ら
郵
送

１０

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
記
入

の
上
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
　
　
月
　
日
捷

１１

１１

問
合
先
　
長
寿
課
給
付
担
当
（
緯

　
・
２
１
１
９
）

６５
　
※
回
答
方
法
に
つ
い
て
は
、
平

日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
に
厚
生
労
働
省
科
学

研
究
班
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
緯
０
１
２
０
・
　
・
５
２

２１

３
１
）
へ
。

緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

介
護
者
の
つ
ど
い
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健
康
と
く
ら
し
の
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

健
康
診
査
の
受
診
は
お
済

み
で
す
か

認
知
症
介
護
家
族
交
流
会

申込期間　１０月７日捷～１５日昇

入居可能日　１２月１日掌

抽選日時　１０月２１日捷　午前１０時開始

その他　単身者向は年齢などに制限があり

ます。また、上記以外で随時入居できる

住宅を用意できる場合があります。

申込・問合先　建築課管理・住宅担当（緯
６５・２１４６）

戸　数家賃 （円）間 取 り住　宅　名

１
（一般世帯向）

１５，３００

～３０，２００

５階

３Ｄ K 水洗
下町住宅

（下町宮東１２-１）

１
（一般世帯向）

８，５００

～１６，７００

２階

３Ｄ K 水洗
中野郷住宅

（中原町半谷２０）



出
産
支
援
金
制
度

　
妊
産
婦
世
帯
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
し
、
安
心
し
て
出
産
で
き
る

環
境
を
整
え
る
た
め
、
市
独
自
の

制
度
と
し
て
出
産
支
援
金
を
交
付

し
ま
す
。

対
象
　
　
年
４
月
１
日
以
降
（
旧

２２

幡
豆
郡
３
町
で
生
ま
れ
た
子
は

　
年
４
月
１
日
以
降
）
に
生
ま

２３れ
た
子
の
父
（
子
の
出
生
前
に

離
婚
し
た
方
を
除
く
）
ま
た
は

母
で
、
次
の
全
て
を
満
た
す
方

　
①
生
ま
れ
た
子
の
住
民
登
録
が

市
内
に
あ
る
こ
と
　
　

　
②
親
の
住
民
登
録
が
、
子
の
生

ま
れ
る
３
か
月
以
上
前
か
ら

市
内
に
あ
る
こ
と

　
③
該
当
す
る
出
産
に
対
し
、
各

医
療
保
険
者
か
ら
出
産
育
児

一
時
金
な
ど
が
支
給
さ
れ
て

い
る
、
ま
た
は
支
給
が
確
定

し
て
い
る
こ
と

　
※
法
で
定
め
ら
れ
た
期
限
を
過

ぎ
て
出
生
や
住
民
異
動
な
ど

を
届
け
出
た
場
合
や
住
民
登

録
に
実
体
が
な
い
場
合
な
ど
、

不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

交
付
金
額
　
　
万
円
か
ら
各
医
療

４６

保
険
者
か
ら
支
給
さ
れ
る
出
産

一
時
金
な
ど
（
附
加
給
付
金
を

含
む
）
を
差
し
引
い
た
額

申
請
・
問
合
先
　
出
生
届
を
提
出

後
、
交
付
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
必
要
な
書
類
を

添
え
て
郵
送
（
返
信
用
封
筒
）
ま

た
は
直
接
、
保
険
年
金
課
国
民

健
康
保
険
担
当
（
緯
　
・
２
１

６５

０
３
）
へ
。
交
付
申
請
書
・
返

信
用
封
筒
は
同
課
ま
た
は
市
民

課
、
各
支
所
生
活
課
に
用
意
。

：
：

ほ
け
ん

ほ
け
ん

：
：

パ
パ
マ
マ
教
室

　
夫
婦
で
一
緒
に
学
ん
で
、
赤
ち

ゃ
ん
を
迎
え
る
準
備
を
し
ま
し
ょ

う
。

対
象
　
市
内
在
住
で
出
産
予
定
日

が
　
月
下
旬
～
　
年
２
月
下
旬

１１

２６

の
妊
婦
と
そ
の
夫

日
時
　
　
月
　
日
掌
　
午
前
９
時

１０

２７

　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

　
※
午
前
９
時
　
分
受
付
開
始
。

１５

場
所
　
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
妊
娠
中
の
生
活
・
育
児
の

話
、
も
く
浴
実
習
、
赤
ち
ゃ
ん

の
世
話
実
習
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
体

操
、
妊
婦
体
験

定
員
　
　
組
（
先
着
順
）

２０

持
ち
物
な
ど
　
母
子
健
康
手
帳
、

筆
記
用
具
、
動
き
や
す
い
服
装

申
込
・
問
合
先
　
　
月
　
日
昇
か

１０

１５

ら
、
電
話
で
西
尾
市
保
健
セ
ン

タ
ー
（
緯
　
・
０
６
６
１
）
へ
。

５７

第
　
回
『
糖
尿
病
の
つ
ど
い
』

２７
　
「
生
活
習
慣
を
改
善
し
、
健
康

な
人
と
変
わ
ら
な
い
生
活
を
」
を

テ
ー
マ
に
、
糖
尿
病
の
つ
ど
い
を

開
催
し
ま
す
。

対
象
　
糖
尿
病
患
者
と
そ
の
家
族

日
時
　
　
月
　
日
松
　
午
後
１
時

１０

２６

　
分
～
４
時

３０
場
所
　
市
民
病
院
講
堂
（
２
階
）

内
容
　
講
演
「
糖
尿
病
を
『
ほ
こ
×

た
て
』
も
ど
き
版
で
学
ぼ
う
」、

講
演
「
高
齢
者
と
糖
尿
病
」、
リ

ラ
ッ
ク
ス
体
操
や
ミ
ニ
劇
、
ク

イ
ズ
、
治
療
の
た
め
の
具
体
的

な
食
事
例
な
ど
の
展
示
。
ま
た
、

当
日
午
後
１
時
か
ら
１
時
　
分
３０

ま
で
と
休
憩
時
間
に
相
談
コ
ー

ナ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

参
加
料
　
無
料

問
合
先
　
市
民
病
院
内
科
受
付

（
緯
　
・
３
１
７
１
）

５６

男
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
ク
ラ
ス

　
メ
タ
ボ
が
気
に
な
る
男
性
の
皆

さ
ん
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
ク
ラ
ス
で
、

脱
メ
タ
ボ
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

ご
家
族
も
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
　
～
　
歳
の

２０

５９

男
性
で
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
　
以
上
の

２５

方
　
※
Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝
体
重
（
㎏
）÷
身
長

（
ｍ
）÷
身
長
（
ｍ
）
。

日
時
　
　
月
　
日
掌
・
　
日
掌
　

１１

１０

１７

全
２
回
　
午
前
９
時
　
分
～
　

３０

１１

時
　
分
３０

場
所
　
吉
良
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
健
康
の
た
め
の
ダ
イ
エ
ッ

ト
方
法
に
関
す
る
講
座
（
医
師

に
よ
る
講
義
、
運
動
の
講
義
と

実
践
、
栄
養
に
関
す
る
講
義
）

定
員
　
　
組
（
先
着
順
）
　

１５

講
師
　
医
師
、
栄
養
士
、
健
康
運

動
指
導
士
、
保
健
師

参
加
料
　
１
５
０
円
（
試
食
代
）

申
込
・
問
合
先
　
　
月
７
日
捷
～

１０

　
日
捷
に
、
電
話
で
吉
良
保
健

２１セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
３
０
０
１
）

３２

へ
。

そ
の
他
　
託
児
（
先
着
　
人
／
子

１０

ど
も
１
人
に
つ
き
１
回
２
０
０

円
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望

す
る
方
は
申
込
時
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

広広報報平成２５年１０月１日号 １１４４

出
産
支
援
金
制
度

パ
パ
マ
マ
教
室

第
　
回
糖
尿
病
の
つ
ど
い

２７
男
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
ク
ラ
ス



緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

：
：

ぼ
し
ゅ
う

ぼ
し
ゅ
う

：
：

第
　
回
か
ぼ
ち
ゃ
サ
ミ
ッ
ト
へ
の

24
出
品
か
ぼ
ち
ゃ
を
募
集

　
市
観
光
協
会
で
は
、
大
き
い
か

ぼ
ち
ゃ
や
重
い
か
ぼ
ち
ゃ
、
変
わ

っ
た
形
の
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
が
全
国

か
ら
集
ま
る
「
第
　
回
か
ぼ
ち
ゃ

24

サ
ミ
ッ
ト
」
へ
の
出
品
か
ぼ
ち
ゃ

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
月
　
日
掌
の
冬
至
の
日
に
サ

12

22

ミ
ッ
ト
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
寄

せ
ら
れ
た
か
ぼ
ち
ゃ
は
、
当
日
振

る
舞
わ
れ
る
「
か
ぼ
ち
ゃ
し
る
こ
」

に
も
利
用
さ
れ
ま
す
。

応
募
方
法
　
　
月
　
日
昇
ま
で
に
、

11

19

か
ぼ
ち
ゃ
を
持
参
の
上
、
直
接

ハ
ズ
観
音
か
ぼ
ち
ゃ
寺
（
緯
　６２

・
２
２
９
７
／
東
幡
豆
町
）
へ
。

問
合
先
　
市
観
光
協
会
（
緯
　
・
６５

２
１
６
９
／
商
工
観
光
課
内
）

：
：

そ
の
た

そ
の
た

：
：

市
の
仕
事
や
行
納
得
で
き
な
い
と

き
は
行
政
評
価
委
員
会
へ

行
政
評
価
委
員
会
と
は
　
市
政
の

公
正
性
や
信
頼
性
を
高
め
、
開

か
れ
た
市
政
の
進
展
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
皆
さ
ん
が
市

へ
寄
せ
た
苦
情
に
対
す
る
市
の

処
理
に
不
満
が
残
る
事
柄
に
つ

い
て
、
皆
さ
ん
の
申
し
立
て
に

基
づ
き
、
公
正
中
立
の
立
場
で

調
査
を
行
い
、
市
に
間
違
い
が

あ
れ
ば
そ
れ
を
正
し
く
直
す
よ

う
に
、
申
立
人
に
代
わ
り
市
に

対
し
て
意
見
を
述
べ
る
役
割
を

持
つ
組
織
で
す
。

申
し
立
て
が
で
き
る
方
　
市
政
に

対
し
て
自
ら
の
利
害
に
関
わ
る

苦
情
を
持
つ
方
。
未
成
年
者
や

市
外
在
住
者
、
外
国
人
、
法
人

も
申
し
立
て
で
き
ま
す
。

申
し
立
て
が
で
き
る
事
例
　
市
が

行
う
仕
事
と
そ
の
仕
事
に
携
わ

る
職
員
の
行
為
で
、
申
立
人
の

利
害
に
関
わ
る
事
柄
。
な
お
、

苦
情
に
関
わ
る
市
の
処
理
を
知

っ
た
日
か
ら
１
年
以
内
の
事
柄

に
限
り
ま
す
が
、
正
当
な
理
由

が
あ
れ
ば
１
年
を
過
ぎ
て
も
申

し
立
て
で
き
ま
す
。

申
立
方
法
　
▼
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
…
苦
情
申
立

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

行
政
評
価
委
員
会
事
務
局
（
企

画
政
策
課
内
／
〒
　
―
８
５
０

４４５

１
住
所
不
要
／
胃
　
・
０
２
１

５６

２
／
死k

ik
a
k
u
@
city
.n
ish
io
.

lg
.jp

）
へ
。
代
理
人
に
よ
る
提

出
も
で
き
ま
す
。
申
立
書
は
同

事
務
局
・
各
支
所
・
出
張
所
・

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館

な
ど
に
用
意
。
　
▼
直
接
申
し

立
て
を
す
る
場
合
…
原
則
毎
月

第
１
・
３
月
曜
日
の
午
後
１
時

　
分
か
ら
３
時
ま
で
、
市
役
所

３０　
相
談
室
（
１
階
）で
面
談
を
行

11い
な
が
ら
、
申
立
書
を
作
成
し

ま
す
。
面
談
に
は
事
前
予
約
が

必
要
で
す
。

問
合
先
　
行
政
評
価
委
員
会
事
務

局
（
緯
　
・
２
１
５
５
／
企
画

６５

政
策
課
内
）

１５ 平成２５年１０月１日号広報

　

　
　
月
５
日
昇
午
前
９
時
か
ら
、

１１
み
ん
な
で
一
斉
に
行
動
す
る
防
災

訓
練
を
行
い
ま
す
。
い
つ
も
と
違

う
今
年
の
防
災
訓
練
の
ポ
イ
ン
ト

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

防
災
訓
練
の
ポ
イ
ン
ト

①
平
日
に
実
施
…
こ
れ
ま
で
の
訓

練
は
、
土
・
日
曜
日
の
開
催
が

主
で
し
た
。
し
か
し
、
地
震
は

い
つ
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
特
に
平
日
の
昼
間
は
若
い

世
代
が
働
き
に
出
て
い
る
こ
と

か
ら
、
地
域
に
は
高
齢
者
や
小

さ
な
お
子
さ
ん
な
ど
だ
け
が
残

っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
間
帯
の
発
災
に
対
し
て

何
を
す
る
べ
き
か
考
え
て
お
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

②
従
来
の
展
示
型
訓
練
を
大
幅
に

見
直
し
…
見
る
だ
け
の
訓
練
で

は
な
く
、
実
際
に
行
動
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
実
践
力
を
身
に
付

け
ま
す
。

③
市
内
全
て
の
家
庭
、
自
主
防
災

会
（
町
内
会
）
、
保
育
園
、
幼

稚
園
、
学
校
、
民
間
事
業
所
が

対
象
…
特
定
の
地
域
や
参
加
者

を
対
象
に
す
る
の
で
は
な
く
、

　
万
人
の
全
市
民
を
対
象
と
す

１７る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
全
体
の

防
災
力
の
強
化
を
目
指
し
ま
す
。

④
参
加
者
が
自
発
的
、
積
極
的
に

訓
練
を
実
施
…
行
政
が
作
成
し

た
シ
ナ
リ
オ
に
と
ら
わ
れ
ず
、

市
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
、
状

況
に
応
じ
た
訓
練
を
自
ら
考
え

て
積
極
的
に
行
う
主
体
的
な
訓

練
を
推
奨
し
ま
す
。

訓
練
参
加
登
録
　
訓
練
の
積
極
的

・
自
主
的
な
参
加
表
明
と
し
て
、

事
前
の
参
加
登
録
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
電
話
な
ど
か
ら
登
録
で
き
ま

す
。

●
被
災
者
ゼ
ロ
の
証
「
幸
せ
防
災

　
！
　
黄
色
い
タ
オ
ル
作
戦
」

　
　
当
日
は
、
黄
色
い
タ
オ
ル
を

玄
関
先
に
掲
げ
て
、
市
内
全
域

に
黄
色
い
タ
オ
ル
の
花
を
咲
か

せ
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
　
訓
練
の
流
れ
や
参
加
登

録
、
「
幸
せ
防
災
！
　
黄
色
い

タ
オ
ル
作
戦
」
な
ど
詳
し
く
は

広
報
に
し
お
９
月
１
日
号
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
合
先
　
防
災
課
自
主
防
災
担
当

（
緯
　
・
２
１
３
７
）

６５

市
制
　
周
年
記
念

６０

　
万
人
市
民
ま
る
ご
と
防
災
訓
練

１７

第
　
回
か
ぼ
ち
ゃ
サ
ミ
ッ
ト

24
へ
の
出
品
か
ぼ
ち
ゃ
を
募
集

市
の
仕
事
や
行
為
に
納
得
で
き
な

い
と
き
は
行
政
評
価
委
員
会
へ

１１月
５日

市防災マスコット
ぼうサイくん



私
立
高
等
学
校
等
の
授
業
料
を
補

助
し
ま
す

対
象
　
市
内
在
住
で
、
　
月
１
日

１０

現
在
、
私
立
高
等
学
校
（
定
時

制
を
含
む
）、専
修
学
校
高
等
課

程
、
中
等
教
育
学
校
後
期
課
程

に
在
学
し
て
い
る
生
徒
の
授
業

料
を
負
担
し
て
い
る
方
。
た
だ

し
、
授
業
料
の
全
額
を
免
除
ま

た
は
補
助
を
受
け
て
い
る
場
合

を
除
く
。

補
助
金
額
　
年
額
１
万
２
０
０
０

円
。
た
だ
し
、
授
業
料
の
免
除

や
ほ
か
の
補
助
を
受
け
た
後
に

納
入
す
べ
き
授
業
料
が
１
万
２

０
０
０
円
未
満
の
場
合
は
、
そ

の
納
入
す
べ
き
授
業
料
の
額
。

申
請
期
限
　
在
学
し
て
い
る
学
校

の
指
定
日
。
た
だ
し
、
教
育
庶

務
課
ま
た
は
各
支
所
総
務
管
理

課
へ
申
請
す
る
場
合
は
　
月
　

１０

３１

日
昭
ま
で
。

申
請
方
法
　
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
裏
面
の
在
学
証
明

書
に
証
明
を
受
け
た
上
、
在
学

し
て
い
る
学
校
、
教
育
庶
務
課
、

各
支
所
総
務
管
理
課
へ
。
申
請

書
は
、
学
校
ま
た
は
同
課
に
用

意
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
先
　
教
育
庶
務
課
庶
務
担
当

（
緯
　
・
２
１
７
２
）
ま
た
は

６５

在
学
し
て
い
る
学
校

歴
史
公
園
駐
車
場
利
用
制
限
に
つ

い
て

　
西
尾
城
二
之
丸
跡
地
整
備
工
事

に
伴
い
、
歴
史
公
園
駐
車
場
の
利

用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
尚
古
荘

ま
た
は
文
化
会
館
の
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

期
間
　
　
月
　
日
昇
～
　
年
３
月

１０

１５

２６

　
日
捷

３１
問
合
先
　
文
化
振
興
課
庶
務
担
当

（
緯
　
・
６
６
６
０
／
岩
瀬
文

５６

庫
内
）

　
月
は
「
土
地
月
間
」
で
す

１０　
土
地
は
限
ら
れ
た
貴
重
な
資
源

で
あ
り
、
将
来
の
豊
か
な
暮
ら
し

の
た
め
土
地
の
有
効
利
用
が
大
切

で
す
。
そ
の
た
め
、
　
月
を
土
地

１０

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
月
間
と

定
め
、
全
国
的
な
普
及
活
動
を
展

開
し
ま
す
。

　
豊
か
で
安
心
で
き
る
住
み
よ
い

社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
先
　
土
木
課
用
地
担
当
（
緯

　
・
２
１
４
２
）

６５
乳
腺
外
来
の
再
開
に
つ
い
て

　
市
民
病
院
で
は
、
　
月
か
ら
愛

１０

知
医
科
大
学
乳
腺
･
内
分
泌
外
科

の
福
富
隆
志
教
授
に
よ
り
、
乳
腺

外
来
の
診
療
を
再
開
し
ま
す
。
　

診
療
時
間
な
ど
　
毎
月
２
回
程
度

午
後
２
時
～
５
時
（
予
約
制
）

　
※
　
月
は
　
日
捷
・
　
日
捷
。

１０

２１

２８

予
約
・
問
合
先
　
月
～
金
曜
日
の

午
後
１
時
～
３
時
に
、
電
話
で

市
民
病
院
外
科
外
来
（
緯
　
・
５６

３
１
７
１
）
へ
。

今
月
の
納
期

納
期
限
　
　
月
　
日
昭

１０

３１

対
象
税
な
ど
　
▼
市
県
民
税
（
普

通
徴
収
分
）
…
第
３
期
分
　
▼

国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収

分
）
…
第
４
期
分
　
▼
介
護
保

険
料
（
普
通
徴
収
分
）
…
第
４

期
分
　
▼
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
（
普
通
徴
収
分
）
…
第
４

期
分
　
▼
し
尿
く
み
取
り
手
数

料
…
第
４
期
分

　
※
口
座
振
替
の
方
は
残
高
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
収
納
課
管
理
担
当
（
緯

　
・
２
１
３
２
）

６５
　：

：
西
三
河
イ
ベ
ン
ト
だ
よ
り

西
三
河
イ
ベ
ン
ト
だ
よ
り

：
：

高
浜
の
ま
つ
り

●
お
ま
ん
と

　
法
被
に
地
下
足
袋
姿
の
若
者
が
、

円
形
に
組
ん
だ
馬
場
で
、
鈴
飾
り

や
造
花
を
背
負
い
疾
走
す
る
馬
に

向
か
っ
て
飛
び
つ
き
、
人
馬
一
体

と
な
っ
て
駆
け
回
る
勇
壮
な
お
祭

り
で
す
。

日
時
　
　
月
５
日
松
・
６
日
掌
　

10

午
前
８
時
～
午
後
５
時

場
所
　
春
日
神
社
・
八
劔
社
（
高

浜
市
春
日
町
／
名
鉄
三
河
高
浜

駅
か
ら
徒
歩
約
５
分
）

●
射
放
弓

　
八
幡
社
と
神
明
社
に
「
お
弓
奉

納
の
儀
」
と
し
て
約
3
5
0
年
の

歴
史
を
誇
る
お
祭
り
で
す
。
 裃
 に

か
み
し
も

大
小
の
刀
を
差
し
た
武
者
姿
の
若

者
が
、
厳
し
い
作
法
に
の
っ
と
り
、

東
西
へ
白
羽
の
矢
を
放
ち
ま
す
。

放
た
れ
た
矢
は
、
見
学
者
が
争
う

よ
う
に
拾
い
、
破
魔
矢
と
し
て
家

に
飾
る
風
習
が
あ
り
ま
す
。

日
時
と
場
所
　
▼
　
月
　
日
松
…

10

12

八
幡
社
（
高
浜
市
八
幡
町
／
名

鉄
吉
浜
駅
か
ら
徒
歩
約
５
分
）

▼
　
月
　
日
掌
…
神
明
社
（
高

10

13

浜
市
芳
川
町
／
名
鉄
三
河
高
浜

駅
か
ら
徒
歩
約
　
分
）

２０

　
※
と
も
に
時
間
は
日
の
出
か
ら

午
後
１
時
　
分
ま
で
。

30

そ
の
他
　
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
高
浜
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ

グ
ル
ー
プ
（
緯
0
5
6
6
・
　52

・
１
１
１
１
）
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歴
史
公
園
駐
車
場
が
利
用

で
き
な
く
な
り
ま
す

私
立
高
等
学
校
等
の
授
業

料
を
補
助
し
ま
す

高
浜
の
ま
つ
り

■市の人市の人口口（９月１日現在）
　○総数　１６９，８０９人　前月比＋６７人
　　男性　８５，４４３人　女性　８４，３６６人
　○世帯数　５８，７０７世帯　前月比＋６６
■市内の交通（人身）事故
　９月　６４件（５７４件）
　負傷者　７８人（６８０人）
　死亡者　０人（３人）
■市内の火災　８月　８件（５５件）
■救急車の出動回数
　８月　５７７件（４，１８４件）

※（　）は１月からの累計

西尾市のデー西尾市のデータタ

今
月
の
納
期

乳
腺
外
来
の
診
療
を
再
開
し
ま
す

　
月
は「
土
地
月
間
」で
す

１０

８



緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

１７ 平成２５年１０月１日号広報

　労働時間をきちんと管理するこ

とは、労働者と使用者の双方にと

って大切なことです。社会労務士

が労働時間管理の基本から分かり

やすく説明します。 ▼対象／中小

企業の人事・労務担当者、労働組

合関係者、一般勤労者など ▼日時

／１１月２０日昌午後１時３０分～４時

▼場所／西尾商工会議所会館（寄

住町） ▼定員／５０人（先着順） ▼

受講料／無料 ▼講師／特定社会保

険労務士　今西昭一氏 ▼申込・問

合先／１１月８日晶までに、申込書

に必要事項を記入の上、ファクス

または郵送、Ｅメールで県西三河

県民事務所産業労働課（緯０５６４・

２７・２７８２／胃０５６４・２３・４６５３／〒
 ４ ４ ４ －８５５１岡崎市明大寺本町１－

４／死nishimikawa@pref.aichi.lg.jp）
へ。申込書は市ホームページから

ダウンロードできます。

▼対象／主に在職中の障害者の方

で、基本的なパソコンの操作がで

きる方 ▼コースと期日／①フォト

ショップ基礎…１０月２６日松、１１月

２日松全２回　②Ｅｘｃｅｌ２００７ビジ

ネス活用…１１月１６日松・２３日抄全

２回 ▼時間／午前９時～午後４時

▼定員／各１０人 ▼受講料／無料 ▼

申込期限／①１０月１８日晶　②１１月

８日晶 ▼その他／申込方法など詳

しくはお問い合わせください。 ▼

場所・問合先／愛知障害者職業能

力開発校（緯０５３３・９３・２１０２／胃
０５３３・９３・６５５４／豊川市一宮町）

▼対象／県内在住または在勤の方

▼開催期間／２６年１月２１日昇～２６

日掌 ▼場所／愛知県美術館ギャラ

リー（愛知芸術文化センター８階

／名古屋市東区） ▼部門／日本画、

洋画、書道、写真 ▼出品料／１点

 ２，５ ０ ０ 円 ▼申込期限／１１月２９日晶

▼その他／作品規格や申込方法な

ど詳しくはお問い合わせください。

▼問合先／愛知県労働協会（緯０５２
・４８５・７１５４）

県勤労者美術展出品作県勤労者美術展出品作品品

募集

　思わず「Ｗａｏ！」と声が出る「三河らし

い・三河ならでは」の遊びと体験をお楽しみ

ください。

期間　１０月５日松～１１月１０日掌

内容　①イベント・祭り・スポーツ　②食べ

る・飲む　③農業・漁業　④クラフト　⑤

知識・学び　⑥ヘルス・ビューティー　各

プログラムを蒲郡、西尾、東三河全域、岡

崎で実施します。

申込・問合先　「みかわdeオンパク」プロ

グラム事務局（緯０５３３・68・2526） 

　竹島を舞台に各所で楽しいイベントを開催。

思いっきり竹島を満喫しましょう。 

日時　１０月６日掌　午前9時３０分～午後3時

３０分

場所　竹島周辺（蒲郡市竹島町）

●たけしまるしぇ

　竹島パルク前駐車場で、生鮮食品や蒲郡の

特産品が買える市場エリア、移動販売車が並

ぶ飲食エリア、竹島水族館エリア、ワークシ

ョップエリアなど楽しい催しがいっぱい。

●第５回彩まち竹島手づくり市

　俊成苑で、手作り雑貨・織物・木工品など

の販売・実演など約５０店が出店します。

問合先　蒲郡市観光商工課（緯０５３３・6６・１１
　１９）

　ゲームコーナーやジャンボふわふわ、物産

展などを開催します。ハロウィンの仮装をし

た「みどぽん」も登場します。

日時　１０月２６日松・２７日掌　午前１０時～午後

４時

場所　愛知こどもの国ゆうひが丘自由広場

その他　名鉄こどもの国駅からシャトルバス

を運行しますので、ご利用ください。

その他　事前申し込みは不要。

問合先　愛知こどもの国（緯６２・４１５１）

名鉄こどもの国駅からシャトルバスを運名鉄こどもの国駅からシャトルバスを運行行

秋祭りとハロウィ秋祭りとハロウィンン

名鉄西尾・蒲郡線沿線ほ名鉄西尾・蒲郡線沿線ほかか

Wao!みかWao! みかわわｄｅｄｅオンパクオンパク

名鉄蒲郡駅から徒名鉄蒲郡駅から徒歩歩約１５分約１５分

竹島を思いっきり楽しむ一竹島を思いっきり楽しむ一日日

情情 報報 通通 信信

『労働時間管理と未払い残業代『労働時間管理と未払い残業代』』

講座

障害者スキルアップ講障害者スキルアップ講座座

講座


